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研究報告書 

 

平成 24 年度は、京都府立医科大学・小児科の石田宏之准教授とのプレリミナリーな共同研

究で、ハプロ一致骨髄移植後の再発症例 2 例をキメリズム解析し、MRD を捉える組合せにお

ける解析を用いて再発した白血病細胞のミスマッチHLAが欠失していることを証明すること

ができた。それに基づいて、東大医科研・病解析領域研究室において、移植後のキメリズム、

白血病細胞、および HLA-A,B,C の発現レベルを同時に解析するマルチカラー解析システムを

構築した。 

 平成 25 年度は、臍帯血移植後におけるミスマッチ HLA の欠失頻度を調べるべく、2006～

2010 年に行われた関東造血幹細胞移植共同研究グループ(KSGCT)による化学療法と全身放

射線による骨髄破壊的前処置を行う臍帯血移植の症例においてレトロスペクティブ解析を行

った。全 31 症例の中で 14 症例に白血病の再発を認め、そのうちキメリズム解析が可能であ

った 4 症例で HLA 発現レベルを解析したところ、欠失を認めなかった。 

 本共同研究事業は研究完了となるが、平成 26 年度以降も同研究を臨床 FACS コアラボに

て継続して行い、臍帯血ミニ移植におけるミスマッチ HLA 発現レベルについて前向きな研

究を行う予定としている。 

 


